
鶏（ブロイラー）の飼養戸数・羽数の推移

資料：農林水産省「畜産物流通統計」、｢畜産統計｣（各年２月１日現在） 注１：50万羽以上層戸数シェア及び羽数シェアは、学校、試験場等
の非営利的な飼養者を除いた数値を用いて算出している。 ２：平成25年以降の数値は、年間出荷羽数3,000羽未満の飼養者を除く数値で
ある。 ３：２月１日現在で飼養のない場合であっても、前１年間（前年の２月２日から当年の２月１日まで）に3,000羽以上の出荷があれば、
出荷戸数、出荷羽数、一戸 当たり出荷羽数に含めている。 ４：平成27年及び令和２年は世界農林業センサスの調査年であるため比較でき
るデータがない。また、平成28年及び令和３年の（ ）内の数値は、それぞれ 平成26年及び平成31年との比較である。
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・ 飼養戸数は、減少傾向で推移しているものの、大規模層は増加傾向で推移。
・ 出荷羽数は、増加傾向で推移。
・ 一戸当たり飼養羽数及び出荷羽数は増加傾向で推移し、大規模層（年間出荷羽数50万羽以上）の
シェアは拡大傾向で推移。


